
平成 19 年 7 月 30 日 
 
報 道 機 関 各位 

東北大学埋蔵文化財調査室 
 
 

仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区発掘調査の 
報道機関向け発表について(お知らせ) 

 
 
 日ごろ、当調査室の運営にあたり、ご協力を賜り深く感謝申し上げます。 
 当調査室では、川内北キャンパスにおいて、仙台市地下鉄東西線建設に起因する補償建

物建設計画に伴い、昨年 10 月より発掘調査を進めてまいりました。 
このほど、平成 19 年 8 月 4 日（土）14:00～の日程で、調査の概要を一般に向けて公表

する現地説明会を開催いたします。それに先立って、下記の日程で報道機関向けの発表を

行いたいと思います。お忙しいとは存じますが、ご参加くださるよう、ご案内申し上げま

す。 
 調査地点は、二の丸北側の、江戸時代には亀岡通と中ノ坂通にはさまれた区域で、比較

的上級の家臣の屋敷が置かれていた場所にあたります。 
1401 ㎡を調査したところ、多数の柱穴掘立柱による建物跡・塀跡や、溝、井戸、池状遺

構、地鎮遺構などが発見されております。今回の調査地点は、屋敷の裏手に近い区域と考

えられます。池状遺構は排水に関わる施設と考えられ、排水対策に苦慮していた当時の生

活の一端がうかがえるものと考えられます。このように、今回の調査によって、仙台城周

辺の武家屋敷の具体的な様相が明らかとなってきました。また、江戸時代初頭から幕末ま

での、多様な遺物が出土しております。 
記 

 
日   時： 平成 19 年８月２日（木） 13：00 から 
場   所： 東北大学川内北キャンパス（地図参照） 

            最寄バス停 川内郵便局前・扇坂から徒歩 3 分 
調査担当者： 東北大学埋蔵文化財調査室 

特任准教授 藤沢敦 ほか 
 

 
連絡先：東北大学埋蔵文化財調査室  

発掘調査現場事務所 
電話 022-795-3666 




